
　天白遺跡（緒川字天白地内）は縄文時代早期から近世にわたる
集落遺跡です。平成29年度に約4,300㎡の発掘調査を行った結
果、122棟の竪
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が重複して数多
く検出されました。大きな集落が多時期にわたってこの場所に
形成され、人々が暮らしていたことが明らかになり
ました。本展では、住居や出土品の変遷とともに原始・
古代のくらしについて探ります。
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　愛知県史跡整備市町村協議会
に加盟する県内37市町村で、そ
れぞれ「御城印」「御史跡印」の配付
を行います。
●開催期間
　10月１日（金）～12月28日（火）

あいちの史跡をめぐって
　「御城印」「御史跡印」を集めよう！

●東浦町では…
①村木神社または村木砦古戦場（八剱社）を訪問してスマー

トフォンなどで撮影
②郷土資料館窓口で写真を提示
③無料でオリジナル「御史跡印」がもらえます。
※郷土資料館は月曜日および12月28日（火）休館、配付は12月26日（日）まで

問い合わせ　郷土資料館（うのはな館）　☎82-1188
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